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教育委員会議事録  

日 時 令和７年４月 2 3 日（水）午後２時 0 0 分～午後３時 5 0 分  

場 所 教育委員会室 

出 席 委 員 教 育 長 渋 谷  正 宏 
 

委 員 對 馬  初 音 

 委 員 伊井 希志子 
 

委 員 前田 小百合 

 委 員 大 川  康 徳 
 

  

出 席 説 明 員 事 務 局 次 長 井 上  純 良 
 

学校整備・支援担当部長 髙 山  靖 

 生涯学習担当部長 武 井  浩 司 
 

庶 務 課 長 近 藤  高 成 

 学校ＩＣＴ担当課長 松 下  征 弘 
 

教育人事・指導課長 松 尾  了 

 教育人事・指導課 
統括指導主事 

柿 添  剛 広 
 

学 務 課 長 森  令 子 

 
特別支援教育課長 
就 学 前 教 育 
支援センター所長 

有 坂  直 子 
 

学校整備課長 安 川  卓 弘 

 学校整備担当課長 花 岡  純 子 
 

学校支援課長 中 曽 根  聡 

 生涯学習推進課長 牛山 進一郎 
 

済美教育センター所長 古 林  香 苗 

 済美教育センター 
統括指導主事 

清 水  里 恵 
 

済美教育センター 
統括指導主事 

齊 藤  敦 

 
済美教育センター 
教育相談担当課長 岡 部  洋 右  中央図書館長 出 保  裕 次 

 済美教育センター 
指 導 主 事 

梅 林  伸 幸 
 

  

事 務 局 職 員 庶 務 係 長 倉 岡  直 哉  法規担当係長 荒 川  正 良 

 担 当 書 記 松尾 菜美子    

傍 聴 者 １名   
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会議に付した事件  

 

議案 

  議案第 4 2 号  令和７年度における「教育に関する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価」等の実施について  

   

報告事項 

  （１）杉並区いじめ防止授業の実施について  

  （２）学校運営協議会委員の任命について  

  （３）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  

  （４）令和６年度「杉並区中学生小笠原自然体験交流事業」の実施報

告について  

 

令和７年度における教育委員会事務局の主要課題について  
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教育長  そ れで は 、定 刻に な りま し たの で、 た だい ま から 令和 ７ 年第 ８

回杉並区教育委員会定例会を開催いたします。  

  それでは、本日の会議について事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  本 日の 議事 録の 署名 委 員 につ きま して は 、 教育 長よ り事 前 に

前田委員との指名がございましたので、よろしくお願いいたします。  

  本日の議事日程でございますが、議案１件、報告事項４件のほか、前

回の定例会でご説明させていただいた「令和７年度における教育委員会

事務局の主要課題」について質疑を予定しております。以上でございま

す。 

教育長  そ れで は 、本 日の 議 事に 入 りま す。 事 務局 よ り説 明を お 願い い

たします。 

庶務課長  それでは、日程第１、議案第 4 2 号「令和７年度における『教

育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価』等の実施につい

て」を上程します。私からご説明をさせていただきます。  

  議案第 4 2 号「令和７年度における『教育に関する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価』等の実施について」でございますが、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第 2 6 条の規定に基づきまして、令

和６年度分の教育に関する事務の管理及び執行状況について、点検及び

評価等を行うものでございます。  

  資料の１「目的等」をご覧いただければと思います。こちらにござい

ますとおり点検・評価は、教育ビジョン 2 0 2 2 の取組を具体化した杉並

区教育ビジョン 2 0 2 2 推進計画について、その取組状況を点検・評価し、

広く区民等に公表するとともに、効果的な教育行政の推進に資すること

を目的としております。また、昨年度杉並区教育委員会事務局等におけ

る不適切事案等の要因分析及び再発防止対策検討委員会にて検討を重ね

た再発防止対策の取組につきまして、現時点における中間評価を併せて

実施いたします。  

  なお、点検・評価報告書は、法令等により区議会に提出いたします。 

  次に、２の「実施方法」でございます。昨年度との違いでございます

が、（２）に「再発防止対策に係る中間評価」を追加してございます。

現時点の取組状況の確認、それから課題整理を行いまして、必要に応じ

て今後の再発防止対策の検討を行ってまいりたいと存じます。  

  最後に、３の「スケジュール（予定）」でございますが、各課におい
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て点検・評価案及び再発防止に係る中間評価案を５月から７月にかけて

作成いたしまして、その後、８月頃に学識経験者と各課との意見交換等

を行った上で、学識経験者より点検・評価と中間評価に対する評価を頂

きたいと存じます。  

  最終的な報告書案につきましては、 1 0 月の教育委員会に付議申し上

げまして決定した報告書を区議会文教委員会に報告し、教育委員会のホ

ームページ等により広く公表してまいります。  

  今回は例年の点検・評価に加えまして、教育委員会事務局等の様々な

不適切事案に対する再発防止対策の取組についても学識経験者の方から

ご意見をお聞きしながら、対策の内容の修正、追加等を進めてまいりた

いと考えてございます。  

  私からは以上でございます。なお、議案の朗読は省略させていただき

ます。 

  ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ございましたら、お

願いをいたします。  

前田委員  ご説明ありがとうございます。1 1 月に文教委員会に報告して、

公表となると思うのですけれども、この点検・評価はそれを経て、次の

何の計画や行動に反映されるものなのか、そのプロセスを教えてくださ

い。 

庶務課長  例 えば 次年 度の 予算 、 そ こへ の反 映で あ る とか 、そ れか ら 中

間評価においては、その再発防止策が有用に機能しているか、再度事務

局の方で考えながら、確認してまいりたいと考えているところでござい

ます。 

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 では 、も のに よ っ ては 、例 えば 何 か

新たな取組が必要である場合には予算を要求したり、計画がなされると

いうことですね。分かりました。 

  学識経験者の方のご意見を頂いたり、評価をつくったり、すごく工数

がかかる大変な作業だと思いますので、是非生かしていただいて、次の

よりよい教育行政につなげていけるように、そういう観点で、公表した

ら終わりではなくて、是非これを次に生かしていただけるような取組に

していただければと思っております。よろしくお願いします。  

庶務課長  ご 指摘 あり がと うご ざ い ます 。 た くさ ん の 工程 を踏 んで 、 や

って終わったではなくて、それが次に生きるように工夫してまいりたい
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と考えております。  

伊井委員  例 年点 検・ 評価 は年 １ 回 だと 思う ので す が 、 中 間と いう こ と

なので、２回と考えてよろしいのでしょうか。  

庶務課長  いわゆる地教行法の 2 6 条に基づく点検・評価というのは、前

年度において行われてきた施策について、翌年度に評価を行うというも

のでございます。ただ、不適切事案等に関する対応については、既に評

価をし終わった後でございますけれども、取組は続いてございます。そ

ういった中で令和６年 1 1 月から現時点までの部分について評価を行っ

て、年度の後半に生かしていくというところで対応してまいりたいと考

えております。  

伊井委員  よ く分 かり まし た。 今 、 前田 委員 から も 出 まし たけ れど も 、

是非また次に生かしていただけるよう、よろしくお願いいたします。  

庶務課長  ほかはよろしいでしょうか。  

  それでは、教育長、議案の採決をお願いいたします。  

教育長  それでは、採決を行います。議案第 4 2 号につきましては、原案

のとおり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  異議がございませんので、議案第 4 2 号につきましては、原案の

とおり可決といたします。  

  続きまして、報告事項の聴取を行います。事務局より説明をお願いい

たします。 

庶務課長  それでは、報告事項１番、「杉並区いじめ防止授業の実施」に

つきまして、教育人事・指導課、柿添統括指導主事から説明をいたしま

す。 

教育人事・指導課統括指導主事  それでは 、私 より 「 杉並区 いじ め防 止

授業の実施について」、ご報告をさせていただきます。  

  杉並区では、児童・生徒一人ひとりがいじめ問題に対して主体的に関

われるようにすることを目的として、杉並区教育委員会と第一東京弁護

士会とのいじめ防止授業に関する連携協定を結びました。本授業の趣旨

でございますが、いじめ防止対策推進法に示されている、いじめは心理

的、物理的な影響を与える行為であり、その行為の相手が身心の苦痛を

感じているものはいじめとなること、そして自分ではいじめたと思って

いなくても、相手がいじめたと感じられる行為はいじめであること、こ



 

 7 

ういったことを児童・生徒が確実に理解することを目的としております。 

  授業の内容ですが、実施の対象は小学校第４学年及び中学校第１学年

の全児童・生徒となります。  

  実施方法につきましては、小学校は学級単位、中学校は学年単位での

講義形式を考えております。  

  授業実施期間につきましては、令和７年度中に各校１回ずつを予定し

ております。 

  その他ですが、弁護士による講義形式の授業の後に、学級担任等によ

る振り返り、あるいは自分ができることを考えるなど、フォローアップ

の授業を設定することを予定しております。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  た だい まの 説明 につ き ま して 、ご 意見 、 ご 質問 等ご ざい ま し

たらお願いいたします。  

  それでは、對馬委員、お願いします。  

對馬委員  あ りが とう ござ いま す 。 私、 去年 の２ 月 ぐ らい かな 、モ デ ル

校の小学校４年生の弁護士さんの授業を拝見させていただきました。子

どもたちも一生懸命聞いていました。４年生だったので、ちょっと難し

いかなという部分もあったりもしましたので、この担任の先生がやるフ

ォローの授業というのがとても大事になってくるのかなということ。弁

護士の先生方も回数を重ねれば、先生方の方もブラッシュアップされる

のではないかと思いますけれども、やはり弁護士さんとしてのプロであ

って、教育の経験があまりない方もいらっしゃるかもしれませんので、

是非できるだけ、お忙しいとは思いますが、事前の打合せであったり、

授業のフォローであったり、そういったところを先生方にも一生懸命や

っていただいて、せっかく来ていただけるので、いい機会にしていただ

けるといいなと思っております。よろしくお願いいたします。  

教育人事・指導課統括指導主事  事前の打 合せ 、続 々 始まっ てい るの で

すけれども、今、考えているのは指導主事、あるいは私も授業を拝見し

て、２回目の授業も拝見して、よい事例があれば積極的に横に展開して

いこうというのは相談しているところですので、なるべく早い段階でそ

ういった事例を集めて展開できればと考えております。ありがとうござ

います。 

庶務課長  では、大川委員、お願いします。  



 

 8 

大川委員  今 の對 馬委 員の 意見 と 同 じな ので すけ れ ど も、 まず 私、 弁 護

士として、教育は本当に素人です。教え方というのはみんな全く知らな

いですし、弁護士会を通じて派遣されて、数人、数十人の弁護士が来る

と思いますけど、ものすごくむらもあると思いますから、是非ちゅうち

ょせずに積極的にこうしてほしいというのをどんどん言ってほしいです。

私たちは裁判所で法廷に立つのはプロでも、教壇に立つのは本当に素人

ですから、そのようにおっしゃっていただけたほうがありがたいです。

よろしくお願いします。  

教育人事・指導課統括指導主事  ありがと うご ざい ま した。 是非 その あ

たりも指導主事より各学校に知らせていきたいと思います。ありがとう

ございます。 

庶務課長  ほか、いかがでしょう。  

前田委員  私も今 、お二 方が 言わ れ たのと 同じ とこ ろ なので す け れど も 、

多分分かりやすく伝えるということが、まずすごく難しい話題なのだろ

うなと思います。法律ではどういうことを定めているかというところを

お話しいただくので弁護士さんに来ていただくのですが、分かりやすく

伝えるのがまず難しいですし、本当に伝わったかというところは是非こ

れを機に、伝えるだけではなくて、子どもたちが何を分かったのかとい

うところも含めて、彼らの言葉で書いてもらうというのを是非やってほ

しいなと思います。事後の授業は先生がやられるので、そんなに心配と

いうか差し出がましいことは言わないのですが、是非クラスで日々起こ

っていることと関連づけてそういう話ができるとよいなと思います。あ

の時のこういうことが問題だったのだなとか、気持ちだけの話ではなく

て、法律的にいうとこういうことで、法律でこういうことが定められて

いる、それが何のためなのかという、ここの具体と抽象を行ったり来た

りするような、そういう学びに展開できるとすごくいいのではないかな

ということを感じましたので、これこそ各クラスでやることの意義だな

と思っています。 

  もう一つは、是非この取組を教育委員会でも報告してほしいなと思っ

ていまして、子どもたちが何をよく分かったとか、どんな声が上がった

のかとか、今回新しい取組だと思いますので、その進捗はすごく気にな

っております。子どもの人権の話も今、区では出ていますけれども、子

どもたちはどれぐらい人権とかそういうことに触れていくかというのは、



 

 9 

とても大事な取組だと思うので、是非最後だけではなくて、中間も含め

てどんなことができたのかというのを教えていただけるとうれしいなと

思っております。  

教育人事・指導課統括指導主事  具体と抽 象と いう と ころで は、 先般 学

校に通知を出しているのですけれども、本当に初めなのでざっくりと事

例というか流れを示しています。年次の振り返りをして、その中で、各

学級で起こっていることとか、ふだん気になることがあるか、学校でど

んなことが起こっているか、そして最後は自分ないしクラスでできるこ

とを決めていこうというように、ざっくりと示しているのですけど、先

ほど申し上げたとおり授業観察する中で、具体の事例があれば積極的に

横に展開していこうと考えています。  

  ２点目の報告につきましては、ちょっと時期等検討して、ここで中間

報告も必ずできるように準備していきたいと思います。ありがとうござ

います。 

庶務課長  ほ か、 よろ しい でし ょ う か。 それ では 、 以 上で 報告 事項 １ 番

についての質疑を終わらせていただきます。  

  続きまして、報告事項２番「学校運営協議会委員の任命」につきまし

て、学校支援課長からご説明いたします。  

学校支援課長  私 から は、 杉並 区学 校運 営協 議会 規則 の規 定に 基づ く 、

学校運営協議会委員の任命について、ご報告いたします。  

  今回任命されるのは、小学校８校、中学校７校、計 1 6 名となってお

ります。任期は令和７年５月１日から令和９年４月 3 0 日までの２年間

となります。 

  私からの報告は以上です。  

庶務課長  た だい まの 説明 につ き ま して 、ご 意見 、 ご 質問 等ご ざい ま し

たらお願いいたします。  

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 １期 目の 方が 多 か った り、 区分 も 学

識経験者から校長推薦という形で、公募という形の方ではないのですが、

これは P T A の方だったり、そういった枠のことでしょうか、確認させ

ていただけたらありがたいです。  

学校支援課長  今回のこのタイミングは、新しく P T A の役員さんが決ま

ったりする中で、現役保護者を必ず１名以上入れるというのが法律上は

この協議会の条件になっております。そういう方は校長推薦が基本的に、
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その枠組に入っておりますので、そういった状況からの結果でございま

す。 

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 こう いう 方た ち が 、ま た次 の世 代 に

つながっていくといいのかなと思います。  

  １点、全然関係のないことなのですけれども、ここの会議録があるで

はないですか、 C S の。それは誰がつくるかという規定はないのですか。 

学校支援課長  会 議録 は、 基本 委員 さん の中 で分 担し てつ くっ てほ し い

ということはお願いしているのですが、まだまだ学校によっては副校長

先生がつくっていたりというところもございます。  

伊井委員  分かりました。それぞれの C S で多少の違いはあるのですけれ

ども、いい形で次の会に生きていけばいいと思うのです。学校支援課さ

んの方でも会議録をご覧になるタイミングというのはあるのですか。  

学校支援課長  一 つひ とつ 確認 する こと はあ まり ない ので すが 、何 か 課

題があった時に改めて確認することはございます。  

伊井委員  学 校ご と、 要所 要所 で 押 さえ てい ただ け る とい いな と思 い ま

す。よろしくお願いいたします。  

庶務課長  ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、以上で報告事項２番についての質疑を終わらせていただき

ます。 

  続きまして、報告事項３番「杉並区教育委員会共催・後援名義使用承

認」につきまして、生涯学習推進課長からご説明いたします。  

生 涯 学 習 推 進 課 長  そ れ で は 、 令 和 ７ 年 ３ 月 分 の 杉 並 区 教 育 委 員 会 共

済・後援名義使用承認につきまして、ご報告申し上げます。  

  ３月分の合計でございますが、 2 1 件で内訳は定例 1 8 件、新規３件と

なっております。共催、後援の別でございますが、共催５件、後援 1 6

件となっております。  

  新規の３件でございますが、１件目は、資料４ページをご覧ください。

庶務課承認分で、名義形態は後援、団体名は音楽の花プロジェクト、事

業名は「第３回能登半島地震復興支援チャリティーコンサート」でござ

います。 

  ２件目は、同じく資料４ページをご覧ください。こちらも庶務課承認

分でございまして、名義形態は後援、団体名は一般社団法人秋田雨雀・

土方与志記念青年劇場、事業名は「『あの夏の絵』公演」でございます。 
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  ３件目は、同じく４ページをご覧ください。こちらも庶務課承認分で、

名 義 形 態 は 後 援 、 団 体 名 は N P O 法 人 エ ン ジ ョ イ キ ッ ズ 、 事 業 名 は

「M i n e c r a f t で１日ｅスポーツ体験教室」でございます。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  た だい まの 説明 につ き ま して 、 何 か質 問 等 ござ いま すで し ょ

うか。 

  それでは、ないようでございますので、報告事項３番につきましての

質疑は終わらせていただきます。  

  続きまして、報告事項４番、「令和６年度『杉並区中学生小笠原自然

体験交流事業』の実施報告」につきまして、済美教育センター梅林指導

主事からご説明いたします。  

済美教育センター指導主事  済美教育センタ ー指導 主 事です。 私から は 、

令和６年度に実施いたしました「杉並区中学生小笠原自然体験交流事業」

についてご報告いたします。  

  本事業は、世界自然遺産である小笠原の貴重な自然体験と、その自然

に育まれた文化を通して、子どもたちの豊かな人間性を育むこと、また、

自然体験を通じて参加した生徒たちが各学校、地域における環境保全活

動の推進役となり、世界的な視野を持って持続可能な社会について考え

ることができる人材を育成することを目的としております。  

  期間は、令和７年３月 1 9 日水曜日から、３月 2 4 日月曜日までの５

泊６日間で実施いたしました。ここには往復の移動船中泊２日を含みま

す。 

  派遣者は、杉並区内在住の中学生 2 2 名です。 4 4 名の応募があり、ま

ず応募作文による書類審査を行い、その後、２次審査として個人面接及

びグループ面接を実施いたしました。引率者として、記載の７名が同行

いたしました。  

  主な内容は、事前学習会を３回実施し、小笠原についての興味・関心

を高め、知識・理解を深めました。現地においては、星空観察、シュノ

ーケリング、ホエールウォッチング、父島ネイチャーガイドといった貴

重な自然体験を行いました。  

  また、現地の方々との交流として、小笠原ならではの南洋踊りやフラ

ダンスを体験し、ビーチクリーン講習にも参加いたしました。  

  生徒たちが設定した課題としては、海のプラスチックごみ問題、観光
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業と環境保護の両立、生態系保護のための取組、小笠原固有種の保全活

動、外来種による影響と対策などがあります。  

  今後の取組といたしましては、事後学習会を令和７年４月から７月に

かけて３回実施し、生徒たちが各自設定した課題に対する学習内容や成

果についてまとめを行います。  

  令和７年７月 1 2 日土曜日に成果報告会を開催し、生徒たちがそれぞ

れの学習内容や成果を発表する機会を設け、本事業を通して得られた学

びを生かし、その成果を還元していきます。  

  教育委員の皆様もお時間がありましたら、是非ご出席いただけたらと

思います。 

  以上で報告を終わります。  

庶務課長  た だい まの 説明 につ き ま して 、ご 意見 、 ご 質問 等ご ざい ま し

たらお願いをいたします。  

伊井委員  同 行さ せて いた だい た 者 とし て、 一言 ご 挨 拶と いう か、 ご 報

告を申し上げます。  

  今、梅林指導主事の方から詳細報告いただきましたので、本当にこち

らに書いてあるとおりなのですけれども、行きは雪の中だったのです、

出発が。もう本当に、珍しい風景で、現地に来ましたら晴れていたので

すが、船は結揺れたので、子どもたちは結構皆さんきつかったと思うの

ですね。 2 0 分遅れるというのは結構珍しいとネイチャーガイドの方は

おっしゃっていましたが、取り戻せなかったのだねという言い方をされ

ていたので、多少の遅れとかはあっても、本来途中でいろいろ調整でき

るものが、それもできなくて、 2 0 分遅れになったということはなかな

か大変だったのかなと思いました。  

  先日、ちょっと用事があって、竹芝の方に行ったのですけれども、竹

芝から全く船が出ないという日もあるとのことで、本当に無事に行って

無事に帰ってこられた、現地でもいろいろな体験を全て実施することが

できたというのは本当にありがたく、幸運なことであったし、子どもた

ちも全員参加できたのでよかったなと思っております。  

  子どもたちはプログラムの中で、挨拶だったり、それから司会であっ

たり、すごく頑張って取り組んでいましたし、何より男子も女子も本当

に和気あいあいと仲よく、絆を築いていて、誰一人取り残さないように、

調整しながら、気を遣いながらいろいろな決めごとを進めていくところ



 

 13 

は、本当にこちらが学ばされました。 

  １点、お一人の方が親御さんの転勤で、この間の事後学習にももうい

らっしゃることはできなかったんですね。これだけ本当に絆を深めて、

仲を深めて自分たちで一緒に進めてきたので、ご家庭のご事情や考え方

もあると思いますが、何らかの形で締めくくりのところでご一緒できて、

そして行ってきたご報告にできると、例えばオンラインとかいろいろな

形があると思いますが、成果報告書の書面であったり、何らかの形で一

緒に発表できるといいのかなと、またそれが一人ひとりの次につながっ

ていくのかなと思いますので、是非ご検討いただけたらありがたいです。

ご苦労をおかけしますが、よろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。 

済美教育センター統括指導主事（清水）  今回、 伊井 委員に 行って いた

だきまして、本当にありがとうございました。全員無事に行って帰って

こられたことは本当にありがたいなと私も思っております。  

  目的にもあるように、自然体験だけではなくて、おっしゃってくださ

ったように子どもたちの豊かな人間性、人間関係を育むことができたと

感じております。  

  また、転校して都外に出てしまった生徒につきましては、今のところ

事後学習も可能ならオンラインでということで声かけをしております。

また、最後まとめの冊子をつくりますので、そこも今、おっしゃってく

ださったように、全員分掲載できるような形で進めていきたいと考えて

おります。 

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 大変 だと 思い ま す が、 どう ぞよ ろ し

くお願いいたします。  

庶務課長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、以上で報告事項４番につきまして、質疑を終わらせていた

だきます。報告事項は以上でございます。  

教育長  それでは、続きまして、「令和７年度における教育委員会事務局

の主要課題について」です。前回の定例会で事務局より内容について説

明をしていただいておりますので、本日は質疑からとさせていただきま

す。 

  では、進め方について事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  そ れで は、 令和 ７年 度 に おけ る教 育委 員 会 事務 局の 主要 課 題
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につきまして、ご意見、ご質問等いただければと思います。かなりボリ

ュームがございまして、内容が多岐にわたることから、まずは資料の前

半部分、資料ページで申し上げますと１ページの全体的課題、及び２ペ

ージから８ページ目までの庶務課、学校 I C T 担当、教育人事・指導課、

学務課、特別支援教育課、学校整備課の主要課題について、前半で質疑

等させていただき、その後、後半部分の質疑という形で進めさせていた

だければと思います。  

  それでは、ただいま申し上げた前半部分等につきまして、まずは全体

的なところで何かご意見、ご質問等ございましたらよろしくお願いいた

します。 

前田委員  私 の方 から 、細 かい と こ ろは また 皆様 か ら も、 私も 含め て い

ろいろあると思うのですけど、ちょっとこの資料を見せていただいた時

に、各課の目的といいますか、各課でどういうことをやろうと思ってい

るのかというのが、私たち、すみません、私なのかもしれないのですが、

把握ができていないなと思ったりもしていまして、これはこれで進めつ

つ、もう少し各課の方々がどういうことをやろうとされているのかとい

うのを知りたいなと思いました。  

  それを認識した上で、この各項目がその方向性の１個ブレイクダウン

したものになっているのかなと、そこら辺が見えてくるとそれぞれの取

組がよさそうだなとか、こうしたほうがいいのではないかなというお話

もできるのかなと思ったので、それぞれ各課でどういうことをやろうと

しているのか、目指す方向性について教えていただきたいなというのが

一つ。 

  この後どのように進めるのかもちょっとご相談だと思っているのです

が、一旦私の意見としてあります。  

  もう一つは、先ほどお伺いしたら、この資料はこの後、取組の種類に

よって、例えば区長部局等含めてやっていくことであれば、そちらの計

画に入っていったり、教育委員会でやるものであれば、部課長会でこれ

がそのまま進捗が確認されていくと聞いているのですけれども、資料の

記載の中で、取組を進めていくとか、準備していくとか、そういう書き

方になっているのがちょっと気になっていまして、例えば１年後だと長

過ぎるので、４、６月のクオーターでこういうことをやるとか、こうい

う成果を出すとか、例えば計画を立てるでもいいですけど、各時期にど
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ういうことができていると進んでいると言えるのかというのがもう少し

分かるようにしていかないと、これだとちょっと進捗が分かりにくいな

と思ったので、そういう設定ができると分かりやすいなというのが私と

しての意見です。  

庶務課長  そ れで は、 総括 的な 質 問 とい うと ころ で 、 私 の 方で お答 え を

させていただきます。  

  まず、各課の目的というところがございます。これはそれぞれの分掌

事務につきまして、杉並区教育委員会事務局処務規則、それから教育機

関の処務規則といったところで、その課が何をやっているのかというと

ころについては定めてございます。その上で、例えば各課別に施策の体

系による事務事業評価であるとか、そういったもので取組についてはご

紹介申し上げているというような現状がございます。  

  それから教育委員会事務局全体の目的、目指す方向性、このあたりに

つきましては「教育ビジョン 2 0 2 2  みんなのしあわせを創る杉並の教

育 」 で 定 め て ご ざ い ま し て 、 具 体 的 な 取 組 に つ い て は 教 育 ビ ジ ョ ン

2 0 2 2 推進計画、こちらで事業ごとに定めて各課で立案した６年度から

８年度までの取組計画について共有しながら実現に向け取り組んでおり

ます。 

  それから先ほど今後の進捗管理についてのご質問をいただきました。

今般、各課で挙げた課題に関しましては、一部は区の中央進行管理事業

としてそれぞれ進行の管理を行ってまいります。前田委員の方からお話

がございました、いつ頃、どんなことを、何をやるのという計画を立て

て、それについて何をやったのという評価を行ってまいります。  

  また、中央進行管理事業に選ばれなかった他の課題につきましても、

教育委員会事務局の中で進行管理を進めていくということを計画してご

ざいまして、同じように、それぞれの時期にこういったことをという具

体的な設定をこれから行ってまいります。月に１回ぐらい教育委員会事

務局の部課長会の中でそれぞれの進捗を管理しつつ、適宜教育委員会の

方にも情報の提供をさせていただきたいと考えておるところでございま

す。 

前田委員  ありが とうご ざい ます 。 今、伺 った とこ ろ でいう と、 では 今 、

各課のいろいろな課題がありますけれども、それぞれがどう進んでいる

かというのは明確に分かるということで、そこはこの資料を基に私たち
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は適宜どうなっているのかということを確認できるという理解でよろし

いですか。 

庶務課長  そ うで すね 、各 課で は 認 識を して おり ま す 。そ れで お気 に な

る点等ございましたら、事務局にお問い合わせを頂ければ、現状こうな

っていますというご説明は申し上げられるかと思います。  

前田委員  分 かり まし た 。 であ れ ば 、ま た適 宜確 認 を させ てい ただ き た

いなと思っております。ありがとうございます。  

事務局次長  ちょ っと 補足 をよ ろ し い で すか 。こ れ に つき まし ては 、 基

本的には年度末にどういう到達点という目標を決めまして、それに向け

てどういう取組をするかというものは、またこれとは別の表を使ってや

っています。その中で毎月、４月は何をやる、実際にその４月はどうだ

とかというところで、その内容を先ほど言った部課長会で確認するとい

ったところになります。 

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 どこ に行 こう と し てい るの かが ち ょ

っと見えなかったので、そこも是非、ご負担のない限りだと思いますが、

共有いただけると進みが分かって安心しますので、よろしくお願いいた

します。 

事務局次長  なお かつ 、最 後に 年 度 末に なっ た 時 に 、 でき たこ とで き な

かったことが当然ありますので、では、できなかったところについては

今後どうするのかというところまでやる予定です。 

前田委員  私 の感 覚か らす ると 、 計 画は 計画 で、 変 わ って もい いと 思 っ

ていまして、例えば１期終わってできなかったら、ちょっと次の期の現

状下げるしかないこともあると思いますし、これを達成するために何と

でもして質が下がるみたいなことは本末転倒だと思うので、皆さんでや

りやすいというか、もちろん前に進んでいくのは大事なのですけれども、

うまく計画を見直しながら、是非進めていただければなと思っておりま

す。 

庶務課長  ほかは、全体的なこととしてはよろしいでしょうか。  

  それでは、８ページまでの個別課題につきまして、ご質問等よろしく

お願いいたします。  

  では、對馬委員、お願いします。  

對馬委員  ３点まとめてご質問してよろしいですか。  

庶務課長  はい。  
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對馬委員  まず前の方からいくと、３ページ目ですか、庶務課の I C T 担

当の４番目、生成 A I の学校教育での利活用に関して、現状どの程度利

活用していて、このガイドラインを策定した後、どのように教育現場で

使われることを想定しているのかとか、見通しを持っているのかという

ことを教えていただきたいということが１点。  

  それから、５ページ目の学務課の二つ目のところですか、小学校６年

生の移動教室の件です。移動教室先、現在、行っている白樺湖のところ、

私とか伊井さんとか前に拝見させてもらったことがあるのですけれども、

ちょっといろいろ課題もあると伺っています。最後に「提案内容を慎重

に見極めていく」とあるのですけど、どのように見極めていくのかとか、

あと５年生の移動教室に関してここは書かれていないのですが、そちら

はどうなっているのかということです。  

  それから８ページ目の一番下、プールのあり方に関して、昨今の夏も

非常に暑くて、暑過ぎてプールに入れないということもあるようですし、

校舎改築の段階でやっぱりプールという財産はなかなか維持していくの

も大変だと伺っているのですけれども、現在、これだけ暑くなってから

どのぐらいプールを使った授業が実施できているのか、あるいはできて

いないのか。それからプールというのは水泳授業のほかにも、例えば防

火用の貯水池としての機能も求められているのか、プールが学校になく

ては困るのか、今、どのような声が上がっているのかということをお伺

いできればと思います。  

  以上３点です。 

庶務課長  そ れで は、 ３点 順繰 り に お答 えを させ て い ただ きた いと 思 い

ます。 

学校 I C T 担当課長  生成 A I について、区ではほぼ使われていないという

のが現状でございます。進捗状況としまして、文部科学省のガイドライ

ンを参考に、杉並区版のガイドライン案を作成して、今後、杉並区学校

情報セキュリティ I C T 推進会議というところに議題として取り上げて

決定していくという算段となっております。  

  その上で、使われ方の見通しについても、現状はついておらず、実際

に現場の先生とも対話を行って、活用シーンのイメージを膨らませて、

トライ・アンド・エラーで進めていきたいと考えております。  

  具体的には、現時点で個人情報を取り扱うと外部に流出するおそれも
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あるというところがありますので、教職員が個人情報ではない事項、挨

拶文であるとか通知文などの作成に利用するというものを、スモールス

タートかもしれないのですけれども、そういったところを念頭に検討を

行っていく考えであります。  

  以上となります。 

学務課長  で は、 続き まし て学 務 課 長 の 方か ら、 小 学 ６年 生移 動教 室 の

プロポーザルの実施についてでございます。小６の移動教室、運営につ

いて委託を行っているところなのですが、令和９年度からの運営受託事

業者について選定を行う予定にしておりまして、ヒアリング、それから

書類審査、現地審査などで選定していく予定でございます。  

  審査員については、教育委員会の部課長とか、校長も入って審査して

いくつもりです。  

  移動教室ですが、子どもたちが様々な体験をする上で、けがなく元気

にしっかりと家に帰れるというのが何よりも大切と考えております。で

すので、今回事業者を選定するに当たっては、例えばアレルギー対応で

あるとか、宿の安全対策、それから体験学習やバスの運行の安全性など、

受託事業者が多くの子どもたちを安全に移動教室に参加させるという認

識をしっかり持っているのかどうか、そのためにどんな対応ができるの

か、そういったものを選定の中で具体的にしっかりと見極めていく必要

がある、そのように考えております。  

  現時点で、私たちが事務局となりますので、的確に審査員が審査を行

えるように、どんな企画提案書を出させるべきかとか、審査票の案とか

を今、考えているところでございます。  

  課題についてなのですが、今すぐに何か改善しなければいけないとい

う課題ではないのですが、やはり移動教室を取り巻く環境、状況という

のもすごく大きく変化していると思っております。児童の生活様式の変

化もありますし、あと教職員の働き方改革というのも言われています。

そのほかやはり物価高騰に対応して、保護者の負担軽減という視点もや

はり大切になるかと思いますので、そういったもの全て、小６だけでは

なく、ほかの学年の移動教室も含めまして、目的、効果を改めて今年度

は整理していきたいと考えていますので、その中で具体的な課題という

のも洗い出して、改善策を練っていきたいと思っております。  

また、小学校５年生の移動教室でございますが、委託は入れずに、学
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務課の方で宿の確保とか調整、体験学習の契約等を行っております。こ

ちらについては河口湖方面で行っておりまして、富士学園があった時代

と同様に、地元の宿と連携してのほうとう体験なども引き続いて行って

いるところでございます。  

  私からは以上です。  

学校整備課長  学 校整 備課 長で す。 プー ルの 関係 です 。昨 今、 プー ル を

使った授業がどの程度できているのかというところですが、令和４年度

に全校にアンケート調査をしておりまして、小学校ですと計画授業時間

数は 1 0 時間程度、それに対して実際平均で８時間程度行っています。

また、中学校については、計画が 1 3 時間のところを平均で 1 2 時間行

っていると。また、中止になった場合の中止の理由ですね、こちらにつ

いても聞いていまして、一番多いのがやはり悪天候、これは雨とかひょ

うとかそういったもの、これが大体３分の１ぐらい。それから次に多い

のが低温で 2 7％、その次が高温で 1 7％、光化学スモックが 1 6％、そ

んな形になっておりますので、もともと６月から７月というのは梅雨で

すとか台風だとか悪天候、荒天になって中止になるケースも多いという

中で、もともと代替の日程というのを確保しながら、中止になった場合

に振り替えるという予定を各校で組んでいると聞いておりますので、そ

うした点からも全く授業が暑さでできていないところまでには至ってい

ないのかなと捉えております。 

  ただ、昨年、一昨年、また非常に暑くなっているというところもござ

いますので、今年度についても少しそのあたりの実態をまた把握しなが

ら、検討を進めていきたいと考えております。  

  それから防火用水の関係だと思いますけれども、現在、全ての学校プ

ールについては消防水利に指定がされておりまして、震災時ですとか、

消防活動の活用が想定されております。消防水利については、消防署の

方で地域ごとに特に必要性が高い地域ですとか、逆に足りていない地域

ですとか、是非とも欲しいという地域ですとかそれぞれ把握してござい

ます。仮に今後、学校のプールを、改築を機になくすということがある

とするならば、それに対応して必要性が高い地域については、例えば地

下ピットのところに防火水槽を設けるですとか、そういった代償措置に

ついても併せて検討していくことになるかなと考えております。  

  私からは以上です。  
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庶務課長  ほかにいかがでしょうか。  

大川委員  私 から は大 きく 二つ な の です けれ ども 、 ま ず庶 務課 、２ ペ ー

ジの関係で、「いじめ対策等の実施」というのが１番にあるのですが、

そのうちの「いじめ重大事態の調査以外の機能強化を図る 」、この「以

外」は具体的にどういったことをお考えになっているか。  

  それに関連して全体的に見ていくと、例えばマニュアルを今年も改訂

しなくてはならないねという課題もあったと思いますし、啓発普及を行

うとありますから、その取組もしなくてはならないということだと思い

ます。 

  加えて、今までに頂いた資料で、文科省が作った「『令和の日本型学

校教育』を推進する地方教育行政の充実に向けて」という資料では、い

じめの緊急事態、重大事態に対応する訓練を実施している自治体もある

ようなのですね。起こってから泥縄式にやるというのではなくて、もう

訓練をやってしまうという案も出されています。これはすごく役立つと

思いますし、重大事態になった時の首長、区長部局との連携も必ず必要

になると。どのように公表していくのか、それから調査した結果に基づ

いて今度区長部局もまた別の調査を求められたりするのではないかとか、

そういったのは一度シミュレーションしておかないと後手後手に回ると

思いますので、こういった訓練は是非取り入れたらいかがかしらと。せ

っかく総合教育会議をいっぱい実施しましょうということもありますか

ら、連携を図るという意味でも役立つのものだと思います。  

  そういった意味で、この重大事態の調査以外の機能強化としてどんな

ことをお考えなのかを教えてください。それが大きな点の１点目。ちょ

っとここまででお願いします。  

庶務課長  い じめ 重大 事態 の調 査 以 外の 機能 強化 と い うお 尋ね です け れ

ども、４月に施行いたしました「杉並区いじめの防止等に関する条例」

では、所掌事項として重大事態調査の実施のほかに、区立学校における

いじめの防止等のための対策に関して必要な事項について調査、審議を

行うということを規定してございまして、令和７年度につきましては区

におけるいじめの防止等のための対策に係る助言・提言や、重大事態に

は至っていない事案における学校及び教育委員会の対応に係る助言など、

日常的ないじめの防止対策につきまして、大所高所からご意見を頂くこ

となどを考えてございます。  
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  それから重大事態の訓練ということでご提案を頂きました。戸田市の

取組のことだと思いますけれども、この戸田市の状況で申し上げますと、

戸田市が訓練を実施した平成 2 7 年当時ですが、戸田市ではまだいじめ

重大事態が発生していないという状況の中で、どの子どもにもどの学校

にもいじめは起こり得るということで、全市を挙げて危機管理意識を一

層高めていくことが重要との考えで訓練を実施したというお話でござい

ます。 

  これに対しまして、杉並区では、もう今まさに重大事態が複数発生し

ているという状況もございまして、法やガイドラインにのっとった対応

を進めているところでございます。  

  したがいまして、戸田市と同様の対応訓練も非常に有効な対策と考え

られますが、今現在、杉並区で進めている対応については継続的に検証

していくことが、まずは有効な対策なのかなと考えてございます。  

  特に令和７年度は、いじめ問題対策委員会に調査部会を設けて対策の

強化を図ったり、それから教育人事・指導課に新たな組織を設けて、対

策に重点を置くなど、そういった形で今、対応を進めておるところでご

ざいます。まずはこの体制を円滑に稼働させて、うまく機能させていく

こと、これが教育委員会としては重要なものと考えております。  

  あと、いじめ問題への対応、それから重大事態への対応に関しまして

は、いじめ問題対策委員会の事務局を担う庶務課と、それからいじめの

防止等のための対策を担う教育人事・指導課、これが密に連携すること

が大変重要なことと考えておりまして、両課が定期的に情報を共有して、

その対応策をともに検討していくことで、より多くの視点からいじめ問

題に対応する中で、今後ご提案の訓練のあり方についても併せて考えて

まいりたいと思っておるところでございます。  

大川委員  あ りが とう ござ いま す 。 よく 分か りま し た 。い じめ 問題 対 策

委員会は、学識経験者とか専門家で組織されているから、その方々には

そういった知見を基に助言、提言を頂くということ、あとは事務局を含

めたところでの実際の対応を通じた継続的な検証をきっちり図っていく

ということでよく分かりましたので、よろしくお願いいたします。  

  次に、もう一つ、教育人事・指導課の４ページの関係で、「区立学校

等におけるハラスメントの防止」というのがありました。ここにある１

から４の全体は、学校の先生方が気持ちよく働けるということは、結局
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余裕ができて子どもに還元されるということですので、とても大切なこ

とだと思います。  

  その中で、特に４番目のハラスメントの防止についてちょっと気にな

ったのが、管理職向けの研修にとどまっているという点です。私も別で

ハラスメント関係の講師とかそういったものをやっていますが、管理職

だけではなくて、どちらかというと管理職はやる側ですから、やる側が

研修を聞いてやらなくなっていたら、そういう人ってやらないのですよ。

むしろ全体に知っていただいて、ハラスメントを受ける側の一般の職員

の方々も、こういうのが実際はハラスメントだったのだと気付いて、部

長、課長、これハラスメントですよと言えるような土壌を作るって大切

だと思うのです。ですので、管理職だけでなく全体に、例えば巡回して

行くとか、学校ごとに行って教えるとか、そういったことやオンデマン

ドでもいいと思うのですけれども、全体に広げていくのは有効ではない

かなというのが、そういう希望が１点です。  

  あと、その受講歴は分かるようにしておいてほしいのですね。今度は

逆にハラスメントで懲戒処分などをする時には、処分を決める判決では

ないですけど書類を書く中では、ハラスメント防止研修を受けていた、

受けていないというのを量定の一内容としています。受けてない人は論

外。例えば３年間、毎年研修をやっていたけれども、この人一度も受け

てないというのは全然駄目で、受けていたけれどもやったというのがぎ

りぎりプラマイゼロみたいな感じですかね。何のために研修するかとい

うと、その出口でも役立たせるためですから、全員研修をやって、そう

いったものは記録にとっておいて、もし万が一そういうことが起こった

時には、ちゃんとそれは量定に反映させるという工夫も必要だと思いま

す。 

  あと、もう一つは、カスハラ的な保護者等による過剰な苦情、不当な

要求というのも、これは学校の先生を守っていくためには対応を是非し

ていただきたい。現場の方が知識、理解がなければ萎縮してしまったり、

土下座してしまったり、文章、わび状を渡してしまったりすると思いま

すので、是非こういった研修で防止できるようなこともいっぱいあると

思いますので、ハラスメントの防止については具体的に対応していただ

きたいと思います。よろしくお願いします。  

教育人事・指導課長  委員 から 今、 お話 を 頂 いた とこ ろは 、言 葉が 思い
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浮かばないのですけれども、参考にというか、大変勉強になりました。

是非管理職だけではなく一般の教職員にもという研修のお話を頂きまし

たので、こちらについてはちょっと今年度具体的にというのは、今のと

ころないのですが、実はハラスメントの関係、いわゆる相談の窓口です

とか、そういったものについては全員に周知をしております。区長部局

の方でもハラスメントについてのお知らせがあったのをきっかけにして、

教職員の方にも相談窓口の周知を、 C 4 t h というシステムを使って全員

が見られる場所で周知をしているところがございます。  

  あと管理職の研修の中で、やはり教職員、管理職だけではなくやっぱ

り教職員の方にもこれを伝えてもらいたいというところをまずは周知し

ていくのと同時に、今年度ハラスメントの調査を行う予定ですので、そ

の調査を足がかりにして教職員にどのような研修が必要なのか、もしく

は研修ができなくても周知が必要なのかというところを、そのアンケー

トからも確認をしていきながら進めてまいりたいと思います。  

  あとカスタマーハラスメントの件については、実は最近東京都の教育

委員会の方から、教職員向けにいわゆるアンケートの実施ということで

通知が参りまして、教職員の方にアンケートをお願いしているところで

す。任意のアンケートであるのですけれども。そのアンケート結果をも

ちまして、東京都の方からいわゆるカスタマーハラスメントについての

様々な施策ですとか、そういったものを検討していくという話を聞いて

いますので、それも併せて見ながら、何がカスタマーハラスメントに当

たるのか。先ほど委員からもお話しいただいたところを私たちも確認し

ていきながら、これは我々、都の方のそういった通知を待つことにはな

るのですけど、その結果をもって私たちの方も教職員に、これはハラス

メントに当たりますよ、なので相談してくださいとか、こう対応してく

ださいということが言えるように、少し時間は頂きますが、進めてまい

りたいと思います。  

大川委員  是 非よ ろし くお 願い し ま す。 特に 教育 委 員 会に 限ら ず、 公 務

員というのはカスハラの対象にすごくなりやすいですね。ほかに代替性

がなくて、お断りできないという前提が皆さんの頭にあって、更に公教

育だと、ではうちの学校をやめてほかに行ってくださいというのもでき

ない。ですから土壌としてはカスハラがすごく起こりやすいと思います

ので、是非対応していただきたいと思います。  
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庶務課長  ほかにいかがでしょうか。お願いします。  

伊井委員  今 、皆 様か らの 質問 を お 答え いた だい て い るの で、 私か ら は

ちょっと違うことをお聞きしたいと思いますので、これまでの皆様から

の説明の中で、私の方でも、それはそういうことだったのかというのが

納得できたものに関してはお尋ねしないと思いますので、そこをご理解

いただけたら幸いでございます。  

  １点目は、庶務課と、それから学校 I C T 担当の方にお聞きしたいの

ですが、ここの庶務課学校 I C T 係に済美教育センターの事業を移管し、

学校 I C T に係る組織を統合したというところがございましたが、ここ

と済美教育センターの方との関わりですね、I C T の使い方に関する関わ

りであったり、また、杉並区学校情報セキュリティ I C T 推進会議とい

うのもあるのですけれども、そのあたりもどういう関わり、どういう頻

度で会議を開いていくのか、どんなメンバーなのかというのが分かる範

囲で構わないので、この I C T 教育がどのようになっていくかという見

通しをお伺いできたらなと思うのが１点です。  

  それから、ホームページに関してなのですけれども、学校によって大

分違うと思うので、そのあたりについてもどのようにお考えかをお聞か

せいただけたらと思います。  

  それから、教育人事・指導課の方ですけど、今、ハラスメント等につ

きましては大変取組として前向きなお話を伺いました。天沼小学校と天

沼中学校に都の外部コンサルタントを導入したと伺っておりますが、そ

のあたりの詳細を分かる範囲で教えていただけたらと思います。  

  それから、特別支援教育なのですが、済美養護学校のセンター的機能

について、現在どのような見通しであるのかをお聞きできたらと思いま

す。 

  あと学校整備課の方では、プールのあり方について先ほど詳細にご説

明いただきありがとうございました。今後、長寿命化について進めてい

かれると思うのですが、地域がどれだけ関係するか分からないのですけ

れども、そのあたりどのような調整を図っていかれているのかというこ

とをお聞かせいただけたらありがたいなと思います。よろしくお願いい

たします。 

学校 I C T 担当課長  まず今後学校 I C T 授業に係るといったところの中で、

ご認識いただいているとおり、これまで環境整備側と活用側の担当が物
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理的に離れていた中で、 I C T の環境整備と活用については一体的に行う

ことを目的として組織等されたことを受けまして、庶務課学校 I C T 担

当が授業に係る I C T の活用について企画であったり、先導していくと

ともに、教育人事・指導課の指導主事とともに迅速に対応ができるよう

な形で進めていきたいと考えています。  

  ２点目、杉並区学校情報セキュリティ I C T 推進会議の中では、現時

点では年４回の定例会を予定しております。  

  続いて、区内の学校ホームページのあり方もご認識いただいていると

おり、現状は区立学校のホームページというのが、学校の自主的な判断

で運営されている状況でございます。今後のあり方については、昨年度

各学校を対象に行ったアンケートがありまして、その結果を踏まえて教

育委員会としての広報のあり方、どのようなあり方がよいかというとこ

ろも含め、先ほど申し上げた杉並区学校情報セキュリティ I C T 推進会

議にて検討してまいりたいと考えております。  

  以上となります。  

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 すご くよ く 分 か り まし た。 推進 会 議

がそういったことも含めて、具体的にいろいろお話しいただいて、検討

いただけるのかなと思うと、とても期待できるなと思います。よろしく

お願いいたします。  

教育人事・指導課長  業務 改善 の天 沼小 学校 、天 沼中 学校 の内 容な ので

すけれども、まず初めに、既に動き始めていまして、このコンサル業者

が校長、副校長にまずは学校の状況等、どんな改革を行いたいのかとい

うヒアリングを今してもらっています。その上で、中核となる教員に今

度個別にヒアリングを行う予定です。スケジュール感でお伝えしますと、

その後、教職員にアンケートをとり、そのアンケートの中からこの先生

の働き方を確認したいという先生に、シャドーイングといいまして、係

の方が何日か張りつきで、何をやっている、この時間はこういうものに

使っているというところを調べていただきながら、その結果、こういっ

た業務改善ができるのではないかというのをコンサルの方にもご提案を

頂くと。その提案いただいたものについて、教員と管理職合わせて、い

わゆるミーティング、ディスカッションを行い、ブレーンストーミング

的にこういうことならできるのではないかというのを、先生方自身が相

談していって、実際にできるものとできないもの、できるものを９月ぐ



 

 26 

らいから実践してやっていこうというスケジュール感で組みたいという

お話を伺っています。  

  ただ、これはあくまでもコンサルが提案してくださっているお話であ

って、管理職と中心になる先生方と今ヒアリングを行っているところで、

場合によっては方法が変わる可能性もあるということです。つまりその

学校に合わせたやり方というのを模索していきたいというのがコンサル

側のお話であって、両校長とも「そういうことですね」ということで、

非常にいい雰囲気でスタートができそうなところです。  

  なお、教育委員会としましては、コンサルのノウハウですね、これを

なるべく一緒に同行して模倣ができるように、改良できるように、横展

開ができるようにということで進めていかれるのが理想かなということ

で、そこを目指していきたいということで考えているところです。ちょ

っと長くなりました。  

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 新し い切 り口 な の かな と思 うの で 、

是非お力添えいただきながら、またコンサルの方々がどういったことを

今までやっていらしたかちょっと分からないのですけど、学校の風土で

あったり、それから先生方のお考えとか、いろいろ諸事情が学校にある

ので、そのあたりも新しい切り口であるけれども、いい突破口になった

りとか、それから業務改善したら、働き方改革、最終的には時間的なも

の、それから子どもたちとの対応みたいなものにもつながっていくとい

いのかなと大変期待しております。よろしくお願いいたします。  

特別支援教育課長  セ ンタ ー的 機能 につ いて の現 在の 企画 です とか 見通

しに関するご質問にお答えいたします。  

  センター的機能なのですけれども、学校教育法の中で特別支援学校は

地域の小中学校の要請に応じて必要な助言等を行う役割が一つとなって

いるところなのですが、本区の強みとしましては、 2 3 区で唯一の区立

の知的障害教育特別支援学校があることが非常に強みになっていると感

じております。その済美養護学校教員の専門性を生かしまして、特別支

援教育に対する理解、啓発を、区内全校を対象に行っていく仕組みを構

築していきたいと考えております。具体的には教員、保護者の相談支援

ですとか、あと特別支援教育に関わる情報提供、障害のある子どもへの

指導だったり支援、教員に対する研修、あと教材教具などかなり済美養

護学校は充実したものがありますので、そういったものの提供などが考
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えられると考えております。  

  加えて、本年度の取組といたしましては、教員対象の研修について済

美養護学校と連携をいたしまして、済美養護学校教員が具体的に講師を

務めまして、発達特性のある児童・生徒に対する具体的な指導方法を学

べる機会を設定したいと考えてございます。  

学校整備課長  学 校整 備課 長で す。 長寿 命化 の改 修に つい て、 地域 で す

とか学校とどのように調整しているのかというご質問だったかと思いま

すが、長寿命化の改修は具体的にどういうものかといいますと、例えば

屋上の防水とかを定期的に更新するであるとか、外壁ですとか内装をき

れいにするですとか、あと給食室とかトイレの改修、それから照明をＬ

ＥＤに替えるとか、天井裏に断熱材を敷いて断熱性を高めるですとか、

そういった様々な改修をするのですけど、そういった改修ですので、特

に地域の方と何か調整・説明というケースは少ないかなと思っています。  

  ただ、学校との調整という面では、当然学校が運営しながら改修をし

ますので、そこは密にやっております。基本的にはやはり夏休みにしか

できない工事というのが大半。屋上工事とかそういったところはいつで

もできますが、それ以外の使っている部屋についてはどうしても夏にし

かできないというところで、学校と日程調整をして３年、４年かかって

各年度でどういった改修をしていくか、そこは調整をして、計画を組ん

でやっていく、そんな調整をしていると。いずれにしても学校運営にな

るべく支障がないような形での調整をやっていると、そんな状況でござ

います。 

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 走り なが らの 調 整 にな るの で、 学 校

側もなかなかお休みの時だけというわけにはいかない部分もあるかと思

いますが、現在、資材の高騰とか、人をなかなか確保できないとか、い

ろいろご苦労があると思いますけれども、子どもたちの学びにできるだ

け支障のないようにご尽力いただき、今も頂いているのですが、今後も

どうぞよろしくお願いいたします。  

  それから特別支援の方ですが、養護学校のノウハウは教育委員の方で

伺った時に、給食一つからしてものすごく配慮されていて、努力もされ

ていて、それがどのように児童・生徒さんたちの成長につながっている

というのを本当にひしひしと感じた次第です。そういったノウハウが区

の多くの学校で共有されるといいなと思いつつ、養護学校も毎日学びを
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進めているので、このあたりの先生方での時間調整とか、どんな形にし

たら共有できるのかというあたりも十分にご検討いただけたらいいなと

思います。よろしくお願いいたします。  

特別支援教育課長  ありがとうございます。  

庶務課長  ほかは。  

前田委員  皆 さん の質 疑を 伺っ て い る中 で、 もう 少 し 聞い てみ たい な と

思ったことがあったので、ちょっとお伝えしたいと思います。 

  一つは学校の D X についてなのですけれども、多分昨年の話だと思う

のですが、文科省が実施している調査の順位がよくなかったというのは

私たちも聞かせていただきました。ネットワークの強化などで大分達成

できる見込みが増えていると聞いているのですけど、先ほどご説明があ

りましたけれども、今後順位とかを考えた時に、どこら辺を目指してい

くかみたいな、順位を競うわけではないのですが、今、いろいろな取組、

昨年度もやっぱりたくさんお金をかけて杉並区としてやっている時に、

効果がやはり出ないとどうなのだみたいな話にもなってくると思います

ので、是非よい取組にしていきたいなという期待を込めまして、そうい

う目標みたいなのはこの後、設定されるのでしょうか。  

学校 I C T 担当課長  おっしゃっていただいたとおり、裏を返せばほかの

課題と比べて具体な数字、明確な数字というのを目指せるものでもある

なと思うので、目指すべき順位であったり、得点であったりというのは、

この後定めていきます。  

  その中で、今回８月末に向けて再構築というものがありますので、そ

こでまずは環境が変わったことによって、学校設置者、教育委員会側が

どのように変わるのかといったところも含めて、そこで学校にどのよう

にアプローチしていくのかというところを軸に、こちらの課題に関して

は進めていきたいと考えております。  

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 この 間も まず は 教 育委 員会 から み た

いな話もあったと思いますので、是非私たちも襟を正してといいますか、

気を引き締めてやっていきたいなと思っております。  

  もう一つが、教育人事・指導課のさっきのコンサルの話なのですけれ

ども、コンサルの方が入って、いろいろシャドーイングをされる中で、

多分 I C T に絡むこととか、それこそ教育委員会との情報共有とかで、

学校固有というよりは本当に学校の中だけではなくて、外との情報連携
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でいろいろ課題といいますか、出てくるかと思うのですけど、例えば教

育委員会と紙でやり取りしてるいもの、あるかどうか分からないですが、

そういったものの改善は、すごく横展開しやすいのかなと思います。学

校内だけではなくて、教育委員会とかほかの外との連携がもっと効率よ

くなるとか、そういう取組まで見据えていくものなのかなとちょっと想

像しているのですが、どういうところまで取組の提言が出るものなので

しょうか。学校の中でとどまるのではなくて、教育委員会とのやり取り

とか含め、そういうところまでいくのかなという見通しがあれば。  

教育人事・指導課長  今、 委員 にお 話し いた だい たと ころ も、 コン サル

と学校の中でそういった話題が出てきた時には、教育委員会にもご協力

いただきたいという話は、この事業を受ける時に頂いています。ただ、

正直に申し上げますと、それを区全体のこととして予算化できるところ

まで積み上げられるかどうかというところはなかなかどうかなというと

ころはあるのですが、やはり学校全体、いわゆる区全体で進めていくた

めには必要なものが出てきた場合には、それは検討に乗せていくことを

課としては考えていきたいなというところはあります。  

  なの、 D X については、校長の方からその提案もありまして、この間

のキックオフミーティングの時にやっぱり出ておりまして、それを活用

することによって、やはり負担軽減や何かができるといいという話は出

ていますので、そちらについても今、期待をしているところであります。  

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 是非 １校 のモ デ ル とし て ひ とつ 取 り

組ん で い ただ く と 思う の で すが 、 そ れが 横 に も広 が り ます し 、 例え ば

I C T とか含め教育委員会で取り組むべきことが出てくると思いますので、

是非この進捗も含め、私たちもお聞かせいただけるとうれしいなと思っ

ておりますので、また教えてください。  

  あと最後になりますが、済美養護学校についてなのですけれども、ち

ょっと教えてほしいのですけど、済美養護学校は知的障害のお子さんの

ところになるのかなと。情緒障害とかは済美教育センターになるのかと

か、そこら辺の区別がというか、どこがどう担当するのかよく分かって

いなくて、センター機能となった時にそこまで含まれるのかとか含め、

役割分担を教えてください。  

特別支援教育課長  私 ども の特 別支 援教 育課 の方 で特 別な 配慮 を要 する

お子様に対しての支援を行っておりますので、情緒障害の方であったり
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ですとか、それ以外の発達障害のお子様とか、そういった方の支援とい

うのは私どもの特別支援教育課の方で所掌してございます。  

  先ほどご説明させていただいたセンター的機能に関しましては、その

取組の一つといたしまして済美養護学校の教員の専門性を生かして、そ

れを区立学校全校に展開できるように、研修であったりとかはもちろん

済美教育センターと連携をして行いますし、あと実際に昨日も済美養護

学校の校長先生とお話をしてきて、いろいろ今後の進め方とか打合せを

させていただいたのですけれども、そういった中で教育委員会の中で連

携をして取り組んでいきたいと考えているところです。  

前田委員会  どう もあ りが とう ご ざ いま した 。ち ょ っ とご めん なさ い 、

伺ったのは不登校のお子さんにはやっぱり情緒のいろいろな課題があっ

たりするのですごく絡むなと思ったので、どのように連携して動かれる

のかなというのが質問の前提としてありました。近いところにいらっし

ゃるかと思いますので、お互い情報を共有しながら、各校にいろいろ派

遣というか足しげく行っていただけるということですので、いろいろな

各校のお悩みとかも含めて、調整となると思うのですけれども、是非お

力添えいただくといいのかなと思っております。ありがとうございます。  

教育人事・指導課長  先ほ どの 働き 方改 革の コン サル の件 で１ 点 、 ごめ

んなさい、お伝えを忘れていました。このコンサルを申し込むに当たり

まして、地域との連携、いわゆる学校運営協議会ですとか、支援本部と

の連携ということも課題として出しておりますので、そういった視点も

コンサルの方が少し見ていただいているということで、リソースという

か、そういった部分では、そこも視野に入っているということをちょっ

と付け加えさせていただきます。  

庶務課長  ほ かは よろ しい でし ょ う か。 それ では 、 な いよ うで すの で 、

続きまして資料の後半部分、９ページ以降の学校支援課、生涯学習推進

課、済美教育センター、済美教育センター教育相談担当、就学前教育支

援センター、中央図書館の主要課題について、ご意見、ご質問等があれ

ばお願いします。それでは、大川委員、お願いします。  

大川委員  ９ ペー ジの 学校 支援 課 の 関係 で、 まず 朝 の 居場 所活 動の 実 施

というのが３番目にありますが、５月以降準備の整った２校程度で実施

するとありますが、これはどんな準備が必要というか、想定して、まず

２校が整うのか。そして何を整えたら今後ほかのところでも実施できる
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のかを教えてもらいたいというのが１点です。  

  あと学校施設の有効活用については教えてほしいというよりも、利用

させる、利用させないについて、法律的な視点も取り入れながらという

か、結構これ有名な論点なのですね。なのでそういった面で見落としの

ないように検討しておいてくださいというところが１点です。 

  あと、ページが違うところに行ってしまいますけれども、済美教育セ

ンター、 1 2 ページです。２番目の項目の一体的見直しとか、ここが先

ほど次長からおっしゃられた、計画全体を私が把握していないからちょ

っと理解が追いついていかないのかもしれないのですけれども、この見

直しを図るとか、検討を行うというのは何年計画で、今どこまで来てい

るのとか、そこがよく分からないので、特にこの２番目の不登校支援の

取組の一体的な見直しは何を見直すのというところを教えてほしい。  

  あと３番目のところで、教育相談室の初回相談までの期間を短縮とあ

るのですけれども、これ今、どれぐらいお待たせしているのかというこ

とです。１回目まで例えば３か月とか６か月だったら子どもの状況も変

わってしまうでしょうから、そこが分かったら教えてほしいなというと

ころです。 

  最後は、中央図書館のところでデジタルアーカイブ化、ここはすごく

期待というか、すごく活用できたら面白いのかなと思いまして。デジタ

ルで国会図書館とか公文書館を見ると、ものすごく充実しているではな

いですか。特集したものを後から見られるとなると、特設展がいつも見

られるぐらいの楽しさがあるので、実際どう活用していくのかを想定し

ているのか教えてください。  

  以上、大きく三つです。 

学校支援課長  朝の居場所活動の実施について、「準備が整った」という

ところですね。杉並区において朝の居場所づくりは、区内の全小学校に

設置されている学校支援本部を主体に取組を進めていこうということで、

今、準備を進めているところということでございます。ですので、まず

区内の学校支援本部の中で、こうした取組に賛同いただける取組主体の

意向というのがまず大きなところとしてあります。 

  また、小学校においては朝、少年団体が朝練でサッカーをやっていた

りとか、そういうところもありますので、学校施設が朝の時間に校庭を

含めて、雨天の場合もありますので、どういった施設が使えるのかとい
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う施設の場所の確保の問題というのがございます。  

  そして、地域の子どもを地域で見守ろうという地域人材の方々の賛同

というものが必要ですので、地域人材、どのくらい確保できるのかとい

うあたりの見通し、また、児童の安全管理の体制、保険のことを含めて、

そうしたことを取組主体と一緒に話合いをしながら、現在、準備を進め

ているということで、この準備が整ったところから、できれば１学期の

中盤からスタートさせていきたいと考えております。  

  また、学校施設の活用に当たってということで、先ほどご紹介いただ

いたのは、平成 1 8 年の最高裁の公立学校施設の目的外使用と管理者の

裁量権という判例かと思います。私ども学校の施設開放に当たりまして

は、こうした判例を含め学校の開放に関する規則、また、判例の中では

目的外使用のことも触れられているわけなのですが、学校施設の目的外

使用に当たっての取扱いの要綱、こういったものを定めて運用している

という状況でございます。頂いた観点を踏まえて引き続き、意図せぬト

ラブル、そういうものが起きないように対応していきたいなと考えてお

ります。 

大川委員  ありがとうございます。よろしくお願いします。  

教育相談担当課長  教 育相 談担 当課 長で す。 先ほ ど大 川委 員か ら 頂 きま

した教育相談事業の一体的見直しについてと、あとは相談体制について

かと思いますので、そちらについてお答えをさせていただきます。  

  現状スケジュール感についてですが、いつまでに何をというのが明確

にお示しできるものはございません。ただ、今、当課としてどういった

方向で見直しを図ろうかというところに関しましては、不登校支援事業

全体について、各取組の目的ですとか、位置づけを整理し、支援の重な

りですとか、支援が十分でない部分というのが見直しを図ることで明確

になってくると思いますので、そういったところから改めて目的や方法

を確認したり、改善していくためにどういうスケジュールで進めていく

かというのを検討していく、そういったことを考えてございます。  

  もう１点、初回面接についてです。実際に現状、初回面接を受けるま

でに時間がかかったりですとか、あとお仕事されている保護者の方もい

らっしゃいますので、なかなか希望どおりにいかないという部分がござ

います。現状１か月程度、初回面接までかかっているケースがあります

ので、それを短縮させていきたいと考えてございます。  



 

 33 

大川委員  あ りが とう ござ いま す 。 やっ ぱり １ か 月 と いう のだ と、 実 際

に子どもを抱えて悩んでいる方にとってはものすごく長いと思いますし、

その間にいろいろなところに当たっては打ちひしがれているというご家

庭も本業では目にしていますので、是非力になってあげられるようにし

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。  

教育相談担当課長  お っし ゃる とお り児 童・ 生徒 だけ では なく て保 護者

の方の抱えている困り感というのに、しっかり寄り添っていく必要があ

ると思っております。現状相談員を増員したりですとか、初回面接を当

番制にするということで、新たな取組をしながら、確実に期間は短くな

ってございます。どのくらいかといいますと、早い場合ですと２週間ぐ

らいまで短縮できるようになってきております。ただ、それが単発で終

わらないように継続してそういう体制を整えていけるように、これから

もしっかりと課内で内容を検討しながら進めていきたいと思っておりま

す。ありがとうございます。 

大川委員  よろしくお願いします。  

中央図書館長  で は、 中央 図書 館で す。 最後 にな りま す。 いろ いろ な 特

別展とか展示については、実はもう既に別サイトでアーカイブ化されて

おりまして、例えば文化交流課とか、それから郷土博物館の展示などに

ついては、区の公式ホームページの中を探っていけばそういうのは全て

見られるのですが、いずれにしても、今度私どもの展示等がアーカイブ

化になった時には、リンクをしていくような形を考えているところです。

イメージ的には図書資料、文字とか図とか絵、そういうのをそれぞれリ

リースしていく形になると思いますが、やはりその図書館なり場所に行

かなければ見られなかった資料を誰でも、いつでも、どこでも見られる

形でそれを活用していただこうと考えるところですけれども、やはり活

用方法としては、ただ古い資料を見るだけではなくて、いろいろデータ

加工できるようにしたりして、すぐ２次使用ができるような形で考えて

いるところです。 

  一番顕著な例は、例えば郷土学習、それから地元の伝統文化教育、そ

ういうところに教材として使うように今は考えられるかなと思っていま

す。 

  それと、ほかの区になりますけれども、防災教育でも、資料を加工し

て作るというところもあります。  
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  いずれにしても、それだけではなくて広く全国、全世界について、い

ろいろな研究とか何かの資料に提供するような形での活用を考えている

ところです。ありがとうございます。  

大川委員  小 学校 、中 学校 の地 域 の 学び など にも 十 分 活用 でき ると 思 い

ますので、どんどん広げていってほしいと思います。よろしくお願いし

ます。 

中央図書館長  ありがと うご ざいま す。や はり これに よって 郷土 愛とか 、

郷土を知るということがより充実していければなと考えているところで

ございます。 

庶務課長  ほかはいかがでしょうか。では、對馬委員、お願いします。  

對馬委員  1 1 ページの済美教育センターのところで、三つほどお伺いし

たいとことがあるのですけれども、まず、そもそも１番の一番下に書い

てある済美教育センターの設置目的を見直しとある、設置目的はそもそ

も何だというところを一応確認させていただきたい。検討を進めるとい

うのは、どのように原点に返ろうとしているのか、あるいは時代に合わ

せて変わっていってもそれは仕方がない、目的が変わっていっても仕方

がないねという意味でのことをここに書いてあるのかどうかということ

が一つ。 

  そのもう１個上の丸のところで、小学校教科担任制、チーム担任制と

いうことで、私は前から申し上げているようにこれは非常にいい取組だ

とは思っているのですけど、現在、区内の小学校でどのぐらいこれに取

り組んでいるのか、取り組んだところはどんな課題があるのか。とても

いいとは思っているのですが、採用の時点というか、教員として育てら

れる時点で、小学校は全科が基本なので、中学校と違いますから、教科

で採用しているわけでも、配置されているわけでもないので、配置され

た先生方をどう当てはめていくかというのはものすごく大変だと思うの

ですね。ですので、現状、どのようにやったらうまく機能していくのか、

進んでいくのかは非常にいろいろな課題があるのではないかなと思いま

すので、その辺もし整理されていることがあれば教えていただきたいな

ということ。 

  ３番のところですか、一番下の研修の部分で、何年か前から訪問要請

型というのを多く取り入れていらっしゃると伺っていますが、どのぐら

いこれを希望される学校があって、どんな内容だと訪問がむしろ多い、
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どんな内容だと集合型が人気があるではないですけれども、利用される

方が多いとか、そのあたりを教えていただけるとうれしいです。 

  以上３点です。  

済美教育センター所長  私か らは １ 点目 の済 美教 育セ ンタ ーの 設置 目的

のところについてです。  

  本当に古くは済美教育研究所といっていたぐらいですから、様々な教

育課題の研究をしたり、教員の人材育成に特化したところが設置目的だ

ったかなと思うのですが、その後、様々なその時代ごとの検討を経て、

学校の教育活動全般の支援に移っていったかなと思います。加えて、新

たな教育課題がその時代時代で出てきた時に、例えば国際理解について

もっと推進していこうとか、そういうことで様々な機能が加わってきて

いて、今、機能がとても肥大しているというのが現状です。  

  今回の組織改正で少しそこが緩和されたところではあるのですが、セ

ンターとしてはやはり原点に戻って、人材育成、研究や研修をしっかり

していくべきかなという考えを持っておりますが、一方それにはすごく

時間もかかってしまうので、やはり人も替わっていきますし、一気に進

めていくことは現実的ではないだろうとういうことで今、２段階ぐらい

で考えていまして、まずはやはり学校の教育活動を支援するというとこ

ろに合致していない事業については、しっかりと見直しをしていくとい

うこと。その上で、人材育成に特化した機能にしていこうということを、

教育ビジョンの推進計画ですとか、区の総合計画、実行計画の改定のタ

イミングに合わせて動いていこうということで今、考えております。  

  以上です。  

済美教育センター統括指導主事（齊藤）  私の方 から は、２ 点目の 小学

校教科担任制の数とその課題についてお話しさせていただきます。  

  まず１点目は、令和７年度、東京都の事業として小学校教科担任制を

行っているのは２校、また、本区で独自に工夫をして行っている学校は

1 7 校、計 1 9 校に取り組んでいただいているところでございます。  

  質問の２点目で、それを踏まえてどういう課題があるかというと、学

校側としての課題は主に２点あります。まず先ほどご質問をされました

けど、時間割の作成がとても困難で複雑化しているというのは、やはり

一番の問題かと思われます。また、それぞれの担任が各教科を持ちます

ので、教員間のコミュニケーションを今以上に密にしていかなければい
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けないという課題が挙げられております。  

  教育委員会としては、１学年にわたる教員数を増やさなくてはいけな

いということが課題として挙げられます。小学校は学級担任制ですので、

そこを教科担任制にするためには人員を増やす必要があるということで、

その人員の確保が教育委員会としては課題だと考えております。  

済美教育センター統括指導主事（清水）  私から は、 ３つ目 の研修 のこ

とについてお話しさせていただきます。  

  まず済美教育センターの訪問型要請研修でございますが、昨年度、令

和６年度は 4 2 校から要請がありまして、１校から何回も来るというこ

ともございましたので、合計すると 1 7 0 件ほどの要請がございました。

内容のニーズなのですけれども、主に若手教員の授業の支援で、学校の

ニーズにお応えできますので、例えば単元計画から一緒に作成しましょ

うとか、授業を見て改善点を指導したりですとか、そういったニーズに

お応えできるということになっています。  

  教科としては道徳、国語、算数などが多かったです。あと I C T 活用

ですね。特に他地区から来た方は、入っているソフトが違っていたりで

すとか、電子黒板の仕様が違っていたりしましたので、そういった使い

方などでも呼ばれることがございました。  

  逆に集合型の研修ですと、済美教育センターがこういう研修を行いま

すということになりますので、例えば職層ですね、何年目の方はこの研

修を受けてくださいとか、あとは学校の役割、教務主任とか研究主任と

かという方を集めての研修ということになりますので、その辺が違って

いるかなというところでございます。  

  以上です。  

庶務課長  す みま せん 、私 から 先 ほ どの セン ター 所 長 の組 織改 正の 関 係

で若干補足をさせていただければと思います。  

  庶務課の主要課題においても、教育委員会事務局組織の改編検討とい

うことで掲げさせていただいております。センターの組織改編、これは

事務局全体の組織改編のごく一部ということでお考えいただければと思

います。 

  それを令和７年４月の段階で一部実施をいたしましたが、それで終わ

りということではございませんで、各課での分掌事務、そこを総合的に

見ながら、例えば役割などが重複している、それから何か不便がある、
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現場が遠いとか、そういったいろいろ課題を全部捉えて、総合的にこれ

から考えてまいります。そしてこれは単年度で終わるものではなく、複

数年度、毎年度見直しは継続して図ってまいる予定でございます。  

  ほかはいかがでしょうか。  

伊井委員  大 分皆 さん から お話 が 出 まし たの で、 か い つま んで 生涯 学 習

推進課の I M A G I N U S の実績と現状、それから、済美教育センター教育相

談担当の学びの多様化学校と、「チーム学校」の一員として S S W が機能

できる学校配置型、このモデル校に関して、そのあたりの進捗状況であ

ったり、まだ進んでいないけれどもこういうことを目指しているという

内容でしたら、それをお聞かせいただけたらと思います。よろしくお願

いいたします。  

生涯学習推進課長  I M A G I N U S の実績、現状についてでございます。ご存

じのとおり、I M A G N U S は令和５年 1 0 月にグランドオープンいたしまし

て、令和５年度につきましては約半年間の実績が積み上がりまして、こ

の６年度に初めて１年度間の事業実施が積み上がったという状況になっ

ております。 

  もともと区が所有いたします建物を借り受けて、民間事業者が入場料

等の収入で民間施設として独立採算制により事業実施をしていくという

ところが眼目でございますが、もともとはかつて区が科学館を設置して、

学校教育分野と生涯学習分野、それぞれに対応する事業を提供しており

ましたので、これを提供する機能を当然有している状況でございます。  

  自治体が所有いたします設備や人材、勤務する方の知見ということに

なりますけれども、どうしても日進月歩の科学の分野でございますので、

最新の機器であるとか、知見を有するというところでいうと、民間事業

者が優れているところもございましたので、 I M A G I N U S さんに担ってい

ただいて、最新の知見、区民の方に好評を得て事業実施をしているとこ

ろでございます。  

  もともと独立採算でやっていただくということになりますので、来館

者数、そこを少しご報告させていただきたいと思いますけれども、令和

５年度は大人と子ども合わせまして５万 5 6 0 人でございました。これ

が半年間のオープンの期間でございます。一方６年度でございますが、

大人と子ども合わせまして 1 0 万 4 , 4 5 3 名の方がお越しいただいたこと

になっております。  
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  あとは、区にお越しいただいて行う事業だけではございませんで、出

前型の事業としてフィールド、公園であるとか各区民施設、区民センタ

ーなどに、学校も含めてでございますが出ていっていただいて、科学の

裾野を広げていただくと、そういった事業の実施をしてきたところでご

ざいます。 

  フィールドに出ていただくところというのは、もともと社会教育の部

分で科学館が行っていたところでもありますけれども、科学の体験のた

めのワークショップであるとか、天文の観望会でございますね、そうい

ったところを実施させていただきまして、大変好評を得たという状況で

ございます。 

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 全体 とし ては 入 場 者数 も 分 かり ま し

たし、そうしましたら採算は問題ないという感じで受け止めてよろしい

のでしょうか。  

生涯学習推進課長  入 館料 を基 本に 独立 採算 でし てい ただ くと ころ にな

りますので、安定的な運営はやはり心がけていただく必要がございます

ので、やはり裾野を広げるということで日々の観覧者、ここに注力して

いただきたいところもございます。土日は大分にぎわっておりますが、

平日はなかなか難しいところはございますので、区といたしましては、

例えば学校の利用などを少し促したり、そういったところを心がけまし

て、平日などの利用者増につなげてというところをこれから努力してい

きたいと考えております。  

伊井委員  あ りが とう ござ いま す 。 出前 型の 事業 な ど も 裾 野を 広げ る 大

きな一つの方策になると思いますので、是非ご検討いただけたらいいの

かなと思います。よろしくお願いいたします。  

生涯学習推進課長  ありがとうございます。  

教育相談担当課長  伊井委員から頂きました学びの多様化学校と S S W に

ついてお答えいたします。  

  学びの多様化学校の設置に向けた進捗ですが、現在、候補地の選定と

場所の絞り込み、また、教育課程についてはコンセプトの検討を始める

ところでございます。  

  S S W につきましては、令和６年度４校であったものが、令和７年度配

置モデル校８校ということで増えておりますので、しっかりと進行して

いるのではないかなと思っております。  
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  以上です。  

伊井委員  ありがとうございます。 S S W が常駐でいると考えてよろしいで

すか。 

教育相談担当課長  こ の配 置モ デル 校に 関し ては 、そ こが 拠点 とな って

動いていると。  

伊井委員  拠点で。  

教育相談担当課長  はい。  

伊井委員  S S W の方々の活躍は、お子さん方に寄り添って本当によくやっ

ていただけているなということを何度も目にしておりますので、大きな

力として今後も検討していっていただけるといいのかなと思います。よ

ろしくお願いいたします。  

教育相談担当課長  しっかり S S W がどのような動きをしているのか、学

校でどのような活動をして、それがどういう成果が上がっているのかと

いうのは、課としてもしっかり捉えていく必要があると思いますので、

情報共有しながら進めてまいります。  

伊井委員  よ ろし くお 願い いた し ま す。 専門 家の 方 が 近く にい らっ し ゃ

るというのは、学校の先生方にとっても大変心強い部分であったりバッ

クアップであったりとか、支えになるのかなと思いますので、多くの人

の力であったり、知見を持って学校を支えていったり、子どもたちを支

えていくという観点でもご検討いただけるとありがたいです。よろしく

お願いいたします。  

教育相談担当課長  貴 重な ご意 見あ りが とう ござ いま した 。し っか り進

めてまいります。  

庶務課長  ほかはいかがでしょうか。  

前田委員  １点だ け。さ っき の教 育 相談担 当の 件な の ですけ れど も、 今 、

伊井委員からあったように、本当に S S W の方を含めいろいろな方に関

わっていただいていると思うのですが、昨年度も委員会内でいろいろご

質問させていただいたのですけど、不登校のお子さんが何人という報告

は受けてはいるのですが、例えばその子たちがどのように状況が変わっ

ていっているとか、例えば S S W とこういうお話をして、このように変

化したとかも含め、大きな数というよりは一人ひとりがどうなっている

か、私たち教育委員会の取組がどんな成果になっているかというのを含

めて、教育委員会で何かをやったから何かができるというわけではない
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と思うのですけれども、やはり一人ひとりがどういう状態であるかとい

うことを、各校と教育委員会がそれぞれ一緒に見ていく必要があるので

はないかなと思っているのですけど、それが追えている記録は今あった

りするのでしょうか。  

教育相談担当課長  現 状、 今こ こで 正確 な数 値を お伝 えす るこ とは でき

なくて大変申し訳ないのですが、S S W に関しては月１回打合せを行って

おりまして、そこでそれぞれ持っているケースの変化ですとか状況とい

うのは共有していこうということで進めておりますので、そこで今、前

田委員がおっしゃったことを把握することは可能かなと思っております。  

前田委員  あ りが とう ござ いま す 。 数と いう より は ど うい う子 がど う い

うケースで、こうなったから例えば重大事態になったりとか、そういう

ことがあると思いますので、教育相談担当の方だけではなくて、全体で

見ていくべき数値だったり、状況だと思いますので、皆さんが情報共有

できるような、そういう仕組みも考えつつ面で対応できたらと思ってい

ますので、その取組も是非よろしくお願いします。  

教育相談担当課長  貴 重な ご意 見あ りが とう ござ いま す。 しっ かり みん

なで共有しながら、多くの目で対応していけるようにしていきたいと思

っております。ありがとうございます。  

庶務課長  ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、ないようですので、令和７年度における教育委員会事務局

の主要課題につきましては以上とさせていただきます。  

教育長  そ れで は 、以 上で 本 日予 定 して おり ま した 日 程は 全て 終 了い た

しました。 

  庶務課長、連絡事項がございましたらどうぞ。  

庶務課長  次回の教育委員会定例会でございますが、５月 1 4 日水曜日、

午後２時からを予定させていただきます。どうぞよろしくお願いします。  

  以上でございます。  

教育長  それでは、本日の教育委員会を閉会いたします。  


